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津
居
山
港
は
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・

イ
カ
・
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
の
産
地
と

し
て
県
内
で
も
有
数
の
漁
港
で
す
。

　

山
陰
海
岸
で
魚
介
類
が
豊
富
な

の
は
、
海か
い

脚き
ゃ
く

（
海
中
の
尾
根
）
と

海
溝
が
東
西
に
並
ん
で
対
馬
の
暖

流
と
日
本
海
底
の
寒
流
が
交
わ
り
、

陸
地
か
ら
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
河

川
の
栄
養
分
が
流
れ
込
ん
で
い
る

か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
口
か
ら
約
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

上
流
に
行
く
と
、
城
崎
温
泉
で
す
。

こ
こ
は
約
1
、3
0
0
年
前
の
平

安
時
代
か
ら
利
用
さ
れ
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
傷
を
癒
し
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
、
明
治
以
来
多
く
の

文
人
墨
客
に
愛
さ
れ
た
温
泉
で
す
。

　

大
正
14
年
の
北
但
大
震
災
で
は

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
の
復
興
で
は
防
災
を
目
指
し

て
整
備
さ
れ
、
昭
和
初
期
の
3
階

建
て
木
造
建
築
と
大お
お

谿た
に

川が
わ

が
温
泉

情
緒
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

泉
源
は
、
中
新
世
の
日
本
海
が

で
き
る
時
の
火
山
活
動
の
名
残
り

で
す
。
山
陰
海
岸
に
多
い
温
泉
は
、

す
べ
て
こ
の
時
期
の
火
山
活
動
の

名
残
り
で
す
が
、
近
く
に
火
山
が

な
い
の
に
高
温
の
温
泉
が
あ
る
珍

し
い
地
域
で
す
（
図
1 

地
下
増

温
率
分
布
図
参
照
）。

　

城
崎
温
泉
か
ら
円
山
川
を
渡
る

と
、
戸
島
湿
地
と
楽さ

さ々

浦う
ら

が
あ
り

ま
す
。戸
島
湿
地
は
、海
抜
0
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
水
田
が
広
が
り
、
平

成
14
年
、
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

飛
来
し
、
エ
サ
場
と
し
て
い
た
場

所
で
、
今
年
4
月
、
湿
地
保
護
と

環
境
学
習
の
拠
点
と
し
て
「
ハ
チ

ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の

登
録
に
向
け
て
、
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
、

湿
地
生
態
系
を
保
全
し
、
絶
滅
の

お
そ
れ
の
あ
る
「
種
や
群
集
」
を

保
護
す
る
国
際
的
な
条
約
で
す
。

　

楽
々
浦
は
、
日
本
昔
話
で
有
名

に
な
っ
た
「
鼻
か
け
地
蔵
」
が
あ

り
、
絶
滅
危
惧
種
の
「
ヒ
ヌ
マ
イ

ト
ト
ン
ボ
」
が
生
息
す
る
ラ
グ
ー

ン
（
潟
湖
）
で
す
。
冬
季
に
は
、

多
く
の
渡
り
鳥
が
観
察
で
き
る
水

鳥
の
越
冬
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
円
山
川
流
域
は
、

日
本
海
と
山
々
の
地
形
・
地
質
に

よ
る
厳
し
い
気
候
の
下
、
多
様
で

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
を
暮
ら
し
に
生
か
す

知
恵
は
、
独
特
の
風
土
を
生
み
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
も

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ❼　　　　　　 円山川（前編）

　

円
山
川
は
、
朝
来
市
生
野
町
円

山
を
源
流
に
、
但
馬
地
域
東
部
を

北
に
流
れ
る
一
級
河
川
で
す
。

　

河
口
か
ら
約
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

西
の
日
和
山
御お

待ま
ち

橋ば
し

の
展
望
台
に

立
つ
と
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
見
事

な
景
観
や
城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド

が
一
望
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
背
後
の
絶
壁
に
目
を
や

る
と
、
砂
岩
の
地
層
に
流り
ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

が

昇
り
龍
の
よ
う
に
貫
入
し
た
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
砂
岩
層
は
、
円
山
川
河
口

一
帯
に
分
布
し
て
、
ウ
ニ
の
化
石

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
約
1
、
6 

0 

0
万
年
前
の
地
層
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、貫
入
し
て
い
る
流
紋
岩

は
、宇う

日ひ

流
紋
岩
と
呼
ば
れ
、こ
こ

か
ら
竹
野
地
域
ま
で
続
く
約
3
0

 

0
万
年
前
の
地
層
に
含
ま
れ
ま
す
。▲御待橋から望む日和山

▲城崎温泉街の大谿川と玄武岩

▲ハチゴロウの戸島湿地
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地下増温率は地下100mごとに
上昇する温度の割合です。

地下増温率
平均は3℃/100m

（吉谷ほか1992年から）

江原

図1 地下増温率分布図（℃/100m）
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

市
で
は
、
昨
年
3
月
に
、
お
お
む
ね
20
年
後
の
ま
ち
の
姿
を
展
望

し
、
向
こ
う
10
年
間
の
都
市
づ
く
り
を
定
め
た「
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」の「
全
体
構
想
」と
、
大
き
く
4
つ
の
地
域
に
分
か
れ
る

「
地
域
別
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
度
か
ら
、
お
お
む
ね
小
学
校
区
程
度
の
ま

と
ま
り
の
あ
る
範
囲
を
対
象
に
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
、
順
次
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
、2

カ
月
に
1
回
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
☎
23
―

1
7
1
2

『
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
』が
発
足
し
ま
し
た

「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
①　
　

▲第 1回日高地区まちづくり会議

《地域別構想の地域区分図》

●
現
在
支
援
を
受
け
て
い
る
例

●
学
校
が
求
め
て
い
る
支
援
内
容

《
申
込
み
・
問
合
せ
》

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

学
校
は
こ
ん
な
支
援
を
望
ん
で
い
ま
す
！


